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伏見区民のつどい・2014
　
【東日本大震災(2011年3月11日）】では、巨大地震や津波、原発事故で多くの方が被災され、2年近く経過した今も、住み慣れた土地を離れ、不安を抱えたまま生活をされている方が大勢おられます。
　ご自身も被災されながら、地域の障害のある方々の相談支援を行ってこられた方に、福島県の現状や、地域での新たな助け合いや社会資源の創造の仕方、災害時の対応について伺います。
　障がいのある人もない人も、生活しやすい伏見区になるよう、一緒に学び、考えていきましょう。
内　容　基調講演：人のつながりと再興　～東日本大震災から体感したこと～
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　　　　　　　　　（社会福祉法人福島県福祉事業協会相談支援相馬事務所）
■プロフィール■　社会福祉士、精神保健福祉士
· Ｈ20.4～　福島県福祉事業協会　知的障害児施設　原町学園にて　福島県障がい児（者）地域療育等支援事業担当し、相談支援業務へ従事。

· Ｈ24.4～　現在の相談支援相馬事業所にて、相談支援アドバイザーと相談支援専門員を兼務。


　　　　　被災避難者からの発言：西山　祐子さん（一般社団法人　みんなの手　代表）
· 東日本大震災後、京都に避難している人たちが不安に陥らないようにネットワークを作り、避難者・被災者に寄り添いながら支援者や支援団体と共に「家族再会プロジェクト」やカフェの運営等の活動を続けている。
日　時　２０１４年2月25日（火曜日）　午後１時３０分〜４時３０分

受付　午後1時～
会　場　伏見区総合庁舎　１階多目的ホール


（伏見区鷹匠町３９番地の２）

· 駐車スペースに限りがございます。
· 公共交通機関でお越し下さい。

＜最寄り駅＞　 市バス「肥後町」停留所より徒歩５分、

　　ＪＲ「桃山」駅より徒歩１５分


　　京阪「伏見桃山」駅・近鉄「桃山御陵前」駅より徒歩１０分
参加費　無 料　　　定　員　１５０名
申　込　不 要　

· 手話通訳・要約筆記の用意をしています。必要な方は、受付でお申し出下さい。
お問い合わせ先

京都市南部障がい者地域生活支援センター「あいりん」

TEL ： ０７５−６０４−６１５９／FAX ： ０７５−６０４−６１５５

主催　京都市南部障害者地域自立支援協議会

共催　伏見区地域福祉推進委員会・伏見ブロック部会、ふしみ障がい者地域生活支援ネットワーク
